
 

 

小学校第３学年 算数科学習指導案 

 

１ 単元名 「あまりのあるわり算」 (東京書籍 『新しい算数 ３上』) 

 

２ 単元について 

 ○ 児童はこれまでに，わり切れる場合のわり算を学習してきている。わり算は，かけ算の逆算，つ

まり□×b=a や b×□=a の□に当たる数を求めることと定義され，いずれも a÷b(b≠0)で求めるこ

とができる。つまり，同じわり算の式であっても，２つの場面が考えられる。具体的な問題場面で

考えると，「12 個のアメを２人で同じ数ずつ分ける」という場面では，□×２=12 であり，□は 12

÷２で求めることができる。この□に当たる数を求める場合が等分除である。また，「12 個のアメ

を２個ずつ分ける」という場面では，２×□＝12 であり，□は 12÷２で求めることができる。こ

の□に当たる数を求める場合が包含除である。児童は，等分除，包含除という言葉は使わないが，

具体的な問題場面や操作活動を通して，わり算には２つの意味があることについては理解し，九九

を１回適用して商を求め問題を解決してきた。 

   本単元においては，わり切れない場合，つまり，余りのある場合もわり算として捉えることがで

きるように，わり算の意味を拡張していく。わり切れる問題場面をわり算の式に表し，九九を１回

適用して商を求めてきた児童にとって，余りのある問題は，わり算の式に表したり答えを求めたり

することに，違和感を覚えたり，答えがないわり算と感じたりすることも考えられる。しかし，日

常の生活には，わり切れない場面は多くある。日常生活の場面や，既習のわり切れるわり算の学習

と関連付けながら，余りがある場合もわり算で表してよいことや，余りがあるときも九九を適用し

ながら商と余りを求め，a÷b＝ 余り d と表すことができるようにしていくことが重要である。そ

して，計算が確実にできるようになるだけではなく，除数と商の関係を帰納的に見いださせたり，

問題場面に合うように，余りを処理して問題を解決したりすることができるようにしていく。 

   本単元で学習したことは，本学年の「大きい数のわり算」や「かけ算のひっ算(2)」の倍の問題，

第４学年の「わり算のひっ算(1)(2)」「小数のかけ算とわり算」へと発展していくことになる。その

ため，本学年において，わり算の意味を正しく理解させ，計算の技能を確実に身に付けさせておく

ことが大切である。 

 ○ 本学級の児童は，素直で一生懸命に問題に取り

組もうとする児童が多い。本単元を行うに当たっ

て，前提テストと事前テストを行った。等分除と

包含除の文章問題では，８割以上の児童が正答し

ていた。しかし，答えの根拠を図や言葉を使って

記述した部分を見ると適切に記述できていない児

童もおり，式と図や言葉を関連付けて考えるとい

う点において課題が見られた。また，わり算の問

題は，ほぼ全員の児童がきちんと計算することが

できていた。さらに，事前テストとして，余りの

あるわり算の問題に取り組ませた。その結果，正

しい答えを求めることができた児童はいなかった。

しかし，「３の段にないから解くことができない」

とか「図をかいて考え，余りがでるのでできない」というように式や図や言葉等を使って説明して

いる児童が 36％いた。 
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 ○ 本単元を指導するに当たっては，余りのあるわり算の意味や計算の仕方について，わり切れるわ

り算と同様に包含除と等分除の問題場面があることや九九を使って解くことができることを，具体

的な操作を通したり，考えを表現させたり説明させたりすることで理解させていく。また，単元を

通して図と式と言葉を関連付けて，根拠を明確にしながら表現したり説明したりする算数的活動を

充実させていく。 

まず，余りのあるわり算の問題場面においても，わり算の式に表してよいか，また，答えはどの

ように表せばよいかを理解させるために，既習のわり算の式と関連付けたり，具体的な操作活動や

絵や図を関連付けたりして考えさせる。そうすることで，児童自身の力でわり算の意味を拡張して

いくことができるようにしたい。また，余りの数が除数より小さくなることなども，児童自身が帰

納的な考え方を用いて発見できるようにしていく。単元を通して，教師側が単元を見通し，単元や

本時のねらいに迫っていくために，「どのような数学的な考え方を用いて考えさせるのか」「何を学

び合わせたいのか」を明確にしながら指導を進めていくこととする。 

本時は，問題に応じて余りを処理して問題を解決する場面である。児童にとって，余りを切り上

げる，切り捨てるといった処理をして答えを求めることは，初めての学習であり理解をするのに困

難を伴うことが予想される。そこで，問題文の条件を基に，図や式や言葉を関連付けて考え，根拠

を明確にしながら余りの処理について考えさせるようにしたい。 

 

３ 単元の目標 

 ○余りのある除法の意味や計算の仕方を，乗法や具体物の操作や図と関連付けて考えようとする。                             

(算数への関心・意欲・態度) 

 ○既習の除法の意味を基に，わり切れる場合とわり切れない場合の除法を統合して捉え，除法の意味

や計算の仕方や答えの求め方を，具体物や図や式を用いて考える。      (数学的な考え方) 

 ○わり切れない場合の除法の計算ができ，商や余りを求めることができる。 

(数量や図形についての技能) 

 ○除法の余りの意味や余りと除法の大小関係について理解する。 

(数量や図形についての知識・理解) 

 

４ 指導と評価の計画(全 10 時間) ◎は，全員の状況を見取り記録に残す 

                 ○は，補完のための評価(必要に応じて記録する評価) 

時

間 
ねらい・学習活動 

評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形につい

ての技能 

数量や図形につい

ての知識・理解 

１ 

既習のわり切れるわり算の問題とわ
り切れない場合の問題(包含除)に
取り組み，余りのあるわり算(包含
除)の意味と表し方を考える。 

○わり切れない場
合の除法の計
算の仕方を，既
習の除法を基
に考えようとし
ている。 

 

◎わり切れない場
合の問題場面
(包含除)で，既
習のわり切れる
場合の除法を
基に立式した
り，具体物や図
を用いて説明し
たりしている。 

 

  

２ 
13÷４の計算について，余りと除数
の関係を調べる。 

 ○余りが除数より
も小さくなって
いることを帰納
的に見付けて，
余りと除数の関
係について説
明している。 

 ◎余りは，除数よ
りも小さくなるこ
とを理解してい
る。 
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３ 
わり切れない問題(等分除)に取り
組み，余りのあるわり算(等分除)の
意味と表し方を考える。 

 ◎わり切れない場
合の問題場面
(等分除)につい
て，既習の除法
や，具体物や図
や式などを用い
て説明してい
る。 

  

４ 
わり切れない除法の答えの確かめ
方を理解する。 

   ◎わり切れない場
合の除法の確
かめ方を理解し
ている。 

５ 
わり切れない場合を含む除法の計
算練習に取り組む。 

  ◎わり切れない場
合の除法の計
算ができ，商や
余りを求めるこ
とができる。 

 

６
（
本
時
） 

わり切れない問題で，題意を捉え
立式し，計算して答えを求め，余り
の処理の仕方について考える。 

 ◎題意を捉え，余
りを切り上げて
答えを求めるこ
とを，図や式や
言葉を用いて説
明している。 

  

７ 

わり切れない問題で，題意を捉え
立式し，計算して答えを求め，余り
の処理の仕方について考える。 

 ○余りを切り捨て
て答えを求める
ことを，図や式
や言葉を用いて
説明している。 

◎問題場面に応
じて商や余りを
処理して答えを
求めることがで
きる。 

 

８ 

９ 

「力をつけるもんだい」 「しあげ」に
取り組む。 

◎学習したこと
を基に進んで
問題を解こう
としている。 

 ◎本単元の学習
で 学んだこと
を適用して問題
を解決すること
ができる。 

◎わり切れない除
法の意味や計
算の仕方等，本
単元で学習した
内容を理解して
いる。 

10 
余りのある除法を生かした，発展問
題に取り組む。 

◎本単元で学習
したことを基に，
問題を解決しよ
うとしている。 

  ○余りのあるわり
算を使って考え
ると，隠された
カードを見付け
ることができるこ
とを理解してい
る。 

 
５ 本時の目標(６／10)                

 ・題意を捉え，余りを切り上げて答えを求めることを，図や式や言葉を用いて考える。  

(数学的な考え方) 

６ 本時の視点 

○「つかむ段階」において，不完全な問題を示したことは，問題の解決に必要な情報を見いだす力を

育てるために有効であったか。 

○「学び合う段階」において，図や式や言葉を関連付けて表現させたり，友達がどのように余りを処

理しようとしているか解釈して説明させたりしたことは，考えたことを根拠を示しながら，説明す

る力を育てるために有効であったか。 
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７ 本時の展開   

 

過程 学習活動 教師の働きかけ（○）と評価（◆） 

つ

か

む 

 

 

   

 

     

見 

通

す 

 

自

力

解

決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

学

び

合

う  

 

 

 

 

 

 

                           

ま

と

め

る 

１．本時の学習問題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．自力解決をする。 

○数値と問題文を関連付けさせる提示をすることで，問題場面を解釈し，既

習事項を活用させる。□に２３を入れた時の問題文を考えさせ，次に□に

２４を入れた時の問題文を考えさえる。 

２３だったら・・・何箱できて何個あまりますか。 

２４だったら・・・全部で何箱あればよいでしょうか。 

数値は２３のままで，問題文を入れ替えることで，既習事項とは違うことを 

捉えさせる。 

 

 

○見通しをもたせるために，余りの部分が出てしまうことを確認させる。 

○式と答えだけではなく，考えの根拠を図や言葉でも書くことを確認させ

る。 

【予想される児童の反応】 

 

 

３．ペアで考える。 

① 互いの考えを伝え合う活動 

② 答えを全体で共有し，友達の考えの意

味や妥当性を検討する活動 

 

 

 

４．全体で考える。 

 

 

 

 

 

５．本時をまとめる。 

 

 

 

○ペアで自分の考えを伝え合い，互いの考えを確認させる。 

○互いの考えを確認し合った後，どのような結果が出てきたかを全体で確

認させる。そして，式や図を読み取らせ，どのように考えて答えを出して

いるのかを考えさせる。 

○自分の考えだけではなく，友達がどのように答えを出しているかを考えさ

せる。 

○図や式や言葉を関連付けさせながら６箱になる理由を説明させる。 

○答えが６箱になる時は，□にどのような数値が入るかを考えさせ，21 個，

22 個の時も同様に，余りの部分も箱に入れるので，１箱足すことに気付

かせる。 

○余りの分も足さなければいけない理由を捉えさせるために，問題文の全

部という言葉と関連付けて考えさせる。 

 

○余りの処理の仕方について確認させる。 

 

 

ケーキが□こあります。１箱に
４個のケーキを入れていきま
す。 

全部のケーキを入れるには，
箱は何箱あればよいでしょう
か。 

余りを切り上げて正答を求めてい
る。 
(式) 
２３÷４＝５余り３ 
【５＋１＝６⇒この式については，
考えている児童がいても出さな
い。】 
(言葉) 
全部箱に入れるためには，あと１
箱必要なので，答えは，６箱。 
(図) 

 

余りを切り捨てて答えを求めてい
る。 
(式) 
２３÷４＝５余り３ 
(言葉) 
５余り３だから，答えは 5 箱必要。 
(図) 
 
 
 
  

式を立てることはできているが，
答えを求めることができていな
い。 
または，計算はできても，何を求
めているか理解しておらず，不適
切な式を立てている。 
(式) 
２３÷４＝５余り３ 
(式) 
２３÷４＝５余り３ 
５＋３＝８ 
 答え ８箱 
 

全部で何はこになるか，せつ明しよう 

全部のケーキをいれるためには，余りの
ケーキを入れるための箱が必要です。
だから，５＋１で６箱必要になります。 

評価…：Ａ…「十分満足できる」状況、Ｂ…「おおむね満足できる」状況 

●…「努力を要する」状況 (Ｃ)と判断した児童への指導 
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め
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６．適用問題に取り組む (Ｐ７５ ①) 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想を書く。 

 

○余りを切り上げて考える問題を，式と図と言葉を使って解かせる。 

○式と図と言葉を関連付けながら自分の考えを書くことができている児童の

ノートを電子黒板に投影して説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習を通して，分かったこと，友達の考えに納得できたところなど

を書かせ，本時を振り返らせる。 

 

 

◆題意を捉え，余りを切り上げて答えを求めることを，図や式や言葉を

用いて説明している。   【数学的な考え方】（観察・ノート） 

Ａ：全員が座るために必要な長椅子の数を求め，図と式と言葉を関連

付けながら，根拠を明らかにして説明している。 

Ｂ：全員が座るために必要な長椅子の数を求め，図か式か言葉で説明

している。  

●余りの処理の仕方を，図を基に確認させる。 

【適用問題】 
子どもが３５人います。４人まですわるこ
とのできる長いすにすわっていきます。 
みんながすわるには，この長いすはいく
つあればよいですか。 
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